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グラム陽性短桿菌で，30℃以下で
培養すると４本の周毛性鞭毛を発
現する．細胞内寄生性を示し，マ
クロファージ内での細胞内増殖の
機構や細胞性免疫誘導の解析研究
に広く用いられる〔写真提供：光山
正雄（京都大学大学院医学研究科）〕

無鉤条虫Taeniasaginata saginata
扁形動物門条虫綱テニア科に属す
るヒトの寄生虫．中間宿主は主に
ウシで，調理不十分な牛肉の摂取
によりヒトの小腸で成虫となる．
体長はときに 10mを超えるが症状
はおだやかで，ちぎれた成熟片節
が排出されることで発見されるこ
とが多い〔写真提供：倉持利明
（国立科学博物館動物研究部）〕
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